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鎌倉：いざ！

せめてバーチャルな旅を

　新型コロナウィルスの拡大防止に

向けた外出自粛要請により、リモート

ワーク、Web会議、オンライン授業な

ど、インターネット接続による作業や

会議、授業を余儀なくされている方は

大勢いらっしゃると思う。最近は小康

状態であるが、人と人の出会いや、実

際の場所への訪問は、衛生面のみなら

ず心理面でも遠ざけられてしまった。

　筆者も2月末ごろより予定が次々と

変更になり、出張は一気になくなっ

た。様子見が続く状態は落ち着かな

かった。一方、椅子に座っている時間

は長くなったので「晴耕雨読、今は書

く」と決めて、論文などをできるだけ

書くことを心がけた。

　いまだ落ち着かない今日この頃で

あるが、都市と建築とブログで、バー

チャルな旅で少しでも楽しんでいただ

ければ幸いである。昨夏、訪問した鎌

倉へ。

円覚寺

　北鎌倉駅で降りて円覚寺へ。鎌倉

五山の第二位に列した古刹である（図

１）。石段を上がると堂々とした三門

が現れる（図２,３）。境内は奥深く、深

い谷間に立地している。美しい緑が連

なっている（図４）。

　鎌倉時代のはじめ、栄西が当時の中

国である宋から禅宗をもたらし、日本

で臨済宗を開いた。それに伴い、禅宗

様（ぜんしゅうよう）や唐様（からよう）

と呼ばれる、宋の建築様式が伝えられ

た。

　円覚寺は臨済宗のお寺であり、国

宝・舎利殿は典型的な禅宗様の建築と

いわれる。随分前の普通切手に描かれ

ていた。子供の頃、切手を収集してい

たこともあり、建物中段あたりの高さか

ら描かれた舎利殿の二層の屋根は印

象的であった。上部の大きな屋根の強

い反りと扇のような柔らかなカーブ、下

部の庇のような屋根（裳階・もこし）、

そして、上下の屋根の間にある組物（詰
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組・つめぐみ）のバランスが素晴らし

い。これらは禅宗様を純粋に表してい

るらしい。

　舎利殿は通常、非公開のため、訪問

時は、離れた場所から、なんとか垣間

見ることができた（図５）。また来なけ

れば。

明月院

　円覚寺から5分ほど歩くと、明月院で

ある。花の寺といわれ、山門へ続く石

階段に沿った見事なアジサイから、ア

ジサイ寺として親しまれている。アジサ

イの美しい青色から、明月院ブルーとも

呼ばれている。

　訪問時は、梅雨が明けた頃で蒸し

暑く、猫も山門から動けないほど（図

６）。あじさいの見ごろは終わっていた

のだが、本堂脇の沙羅双樹の案内に切

り花が活けてあったり、珍しい色のユリ

が咲いていた（図７,８）。本堂を挟んで

手前は枯山水、奥は後庭園となってお

り、まるい「悟りの窓」からは奥の風景

が切り取られている（図９）。

　興味深かったのは、本堂から間もな

い、開山堂の脇にある「やぐら」と呼

２,３ 円覚寺三門
４ 円覚寺境内

６ 山門の猫５ 円覚寺舎利殿

7 沙羅双樹とアジサイ　8 珍しいユリ
9 明月院 悟りの窓
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ばれる横穴式の墳墓である（図10）。

鎌倉には数多くのやぐらが残っている

が、明月院のそれは、間口7メートル、奥

行き6メール、高さ3メートルもある鎌倉

最大のもので、内部の壁面は彫刻され

ていた。

杉本寺

　老夫婦が昭和の味を守られている

お店で、建長（けんちん）汁を頂く（図

11）。けんちん汁が鎌倉発祥だと初めて

知った。

　けんちん汁で元気をもらったのか、

明月院から杉本寺まで、かれこれ3km

ほど歩いた。蒸し暑い中、交通機関を

使うこともできたが、足を止めたくなく

なった。道中、建長寺、鶴岡八幡宮は多

くの人が訪れていた（図12）。

　杉本寺は、鎌倉で最も古いお寺。創

建は、天平6年（734年）、奈良時代にあ

たる。道路からずいぶん石段を上がっ

てたどり着いた仁王門と本堂を結ぶ参

道の石段は、まさに苔のじゅうたん（図

13）。訪問時は、石段の入り口に竹が渡

されており、立ち入れず。そのため、苔

は生き生きと、青々としていた。回り道

となる坂道を上ると、茅葺の本堂、中に

は、十一面観音像（図14）。やぐらもあ

る。随分、歩いた甲斐があった。

　近くにある報国寺は竹林で有名。こ

このやぐらは大きい上、連なっており、

足利家時（室町幕府を開いた足利尊

氏の祖父）、足利義久の墓がある（図

15）。アプローチの直角に曲がりくねっ

た木は印象的（図16）。

13 杉本寺　14 茅葺の本堂
15 報国寺のやぐら　16 報国寺境内

12 鶴岡八幡宮からの眺望11 けんちん汁

10 やぐら
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鎌倉大仏

　鶴岡八幡宮への参道、若宮大路は、

幅30mほどある。大路の中央には、段

葛（だんかずら）と呼ばれる歩道が整

備されており、車道より一段高くなって

いる。また、参道は、鶴岡八幡宮を遠く

に見せようと遠近法が仕掛けられてあ

り、八幡宮に向かって近づくほど狭く

なっている。

　鎌倉駅から江ノ電に乗って、鎌倉大

仏へ。大仏の御前には、夏らしく、スイ

カやホオズキが供えられていた（図17, 

18）。奈良の大仏は大仏殿に安置され

ているが、こちらは500年以上も屋外に

「露座」している。

　20円の拝観料を払い、大仏の内部

（胎内）に入ることができる。これは、

奈良ではできない、貴重な経験。内部

はすっかり空洞で、見上げると、頭のぶ

つぶつ（螺髪）までよく見える（図19）。

人間だと思うと、変な気がしてこないで

はないが、あくまで鋳造物である。そし

て、胎内から観察すると鋳造の様子が

よくわかるし、首がお疲れのようで補強

されている様子も納得できた。

いざ鎌倉

　「いざ鎌倉」とは「さあ大変だ、一大

事が起こった」「働くべき時」という意

味のことわざである。鎌倉幕府に重大

事が起こると御家人が「それ鎌倉へ」

と駆けつけたことが由来なのだそう

だ。すなわち、緊急事態を指す。正に、

今の状況ではないか。

　新型コロナウィルス影響はまだ続き

そうであるが、これ以外にも災いが毎

年のように起きている。世の中が大規

17,18 鎌倉大仏
19 大仏の胎内より見上げ18
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